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・疇卒誓L示断乳を考える■  

（自然）卒乳  

1歳過ぎのこどもをあ持ちのあ母さんガ、歯科の治療をしな＜ては  

いけない時に、歯科医などは簡単lこ「1歳過ぎのあっぱいなんても  

う水と同じで栄養もないし、歯の治療で麻酔や薬を使えぼ母乳lこも  

出るから、この機会にやめた5？」なんて言うことガあります。そ  

の他にも、1歳半健診でむし歯ガあったりすると「母乳のせいで正  

し歯になるのだから、もう母乳はやめたら？」とも言われます。こ  

れは本当でしようか？   

WHO（世界保健機関）では離乳食などで適切な栄養を補いつつ、   

母乳は2歳まで、可能ならその後もできるだけ長＜続けることをす  

㍉すめています。こどもガ1歳過ぎていても特に母乳の成分は変わり  

‘ませんし、歯の治療の時に通常使う種類や量の薬は母乳に出てもこ  

どもに影響は殆どありません。そして母乳ガむし歯の原因と短絡す  

ることではないことは他のページに書いたとぉりです。あ母さんの  

子羊さ三歯ガ痛＜て辛い時lこは、こどもも心配しています。その不安な時に  

頼りのあっぱいまでやめられたら、こどもは更に不安になってしま  

・います。あ母さん自身の体調ガ悪い時lここどもに泣かれるのも辛い  

∴ことですから、あっぱいでしのいだ方ガ楽でしよう。  

母乳をやめる方法lこついてはこどもガ自矧こ離れてい＜のを待つ方   

法（卒乳）と、何らかの理由で授乳をやめる方法（断乳）ガありま   

す。基本的lこはこどもガ卒乳するのを待ちますガ、断乱する場合も   

あ母さんとこどもでしっかり話し合って決めましよう。   

一般的にはこどもガ離乳食（補完食）で十分に栄養ガとれていて、   

母児共に体調の良い時や、選べるなら環境や季節の変化ガ少な＜、   

体調を崩しに＜い時期を選ぶ万ガ楽なようです。  

J＿・一＿＝  
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嘲砂   

あ母さんの病気や特殊な薬を使う場合、あるいはこどもをあずける  

場合の制約など社会的な問題を含めて、どうしても母乳をやめな＜ 

てはならない時は断乱することになります。  

・断乱する場合  

授乳をやめると乳房ガ張って痛みガ出たり、眠る時lここどもガあ   

つぱいを欲しガったりすることガ多いようです。少しでもこども  

の寝付きガよいようにゐ父さんやあぼあちやんの手ガある日を選  

び、日中、体を使ってた＜さん遊んでいて寅っていた方ガ楽なよ   

うです。  

・断乳の方法（例）  

・やめる日を決めた5、それまではこどもにしっかり授乳をし忘   

あげて下さい。  

・朝ご飯の後に「これであっばいは終わりだから、しっかり飲ん   

でね」とぉ話ししなガら授乳します。  

・その後は、あ父さんなどにしっかり体を使って遊んで貴います誌  

・あっぱいを欲しガってこどもガあ母さんのもとに来たら、もう   

あっぱいは終わりだということ、あ母さんガいな＜なるのでは   

ないことをこどもの日をしっかり見て、こども自身ガ納得する   

まで何度でもあ話しします。泣き出したりしたら落ち着＜まで   

抱きしめたりしましよう。  
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こごもガ卒乱や斬買一した後のお母さんについてl   

自矧こ離れる前には授乳回数ガ減っていることガ多いけれど、こど  

もガ飲まな＜なると多少母乳ガ溜まった重さや、しこり、張りを感  

じることガあります。こどもガ母乳を飲まな＜なる前の匝数以上lこ  

な5ない程度、自分で苦しいのガとれる程度lこ母乳を搾ってあいた  

りしてあ＜と、徐々に母乳は止まっていきます。でも、乳腺組織や  

たまった母乳ガ“しこり“として感じられることガあります。しこ  

りガなかなかとれなし＼時は乳腺外科を受診なさることをあすすめし  

ます（＊若い万の乳ガンガ増えていますから、しこりガ無＜ても定  

期的に乳ガン検診を受けることをあすすめします）。  

その他にも気持ちの良い程度lこ乳房を冷やしたり、授乳中に乳房を  

張5せた食事を避けたり、あ風呂などで体ガ温まりすぎないように  

気を付けたり、揉んだり運動をして乳房を強＜揺らしたりしない万  

ガ楽なようです。  

授乳をしな＜なると、ホルモンの変化であ母さんの気持ちや体調ガ  

不安定lこなることもあります。不安定さガ長＜続＜時や、辛い時に  

は助産師や医師などの専門家にご相談なさるのも艮い方法です。  
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監授乳をやめた後も》  

・少しでも寝付きガ良＜なるようlこ、日中は体を使ってた＜さん遊  

んであきましよう。  

・あっぱいを飲まな＜なる分、水分補給に気を付けてあげましよう。  

・特に眠＜なるとぉっばいが欲し＜なりますガ、その時も適宜「あ   

つぱいは終わり」とぉ話します。寝付＜まで背中をトントンした   

りして、あっぱいはな＜なっても決してあ母さんの気持ちガ離れ   

たのではないことを示します。  

・あっぱいが終わって一時期元気のな＜なる子、やけ会いのように  

食べるようになる子、いういうな反応ガありますガ、こどもの様  

子をしっかりみて、受けとめてあげて下さい。  
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4．こどものロからあとなのロヘ   

母乳を飲むときlこ舌は□の天井（口蓋）に押し付けられるように動  

きます。母乳をしっかり飲んでいると、ものを飲み込む運動（臓下  

運動）の際lこも吉はこのように上あごlこ押し付け5れるように動＜  

ことになります。  

吉ガ疇下の際にきちんと上あごを押し広げて＜れると、上あごの歯  

並びガ整います。岐み合わせると上あごは下あごに覆し＼かぶさりま  

すから、上の歯並びガきちんと広がっていないと、下あごの歯並び  

も広がりません。ですからこれは重要なことです。  

また、悔下の際にロの天井まで吉ガ達すると、0呼吸ガ自然と鼻呼  

吸に移行します。これで常にロガ開いて□で呼吸する、という好ま  

し＜ない習慣の予防lこもなります。  

呼吸で言えば、吉ガ根元のほうからきちんと上がると、のどの奥の  

通りも艮＜なります。近年、CT画像の発達によりこの舌の動きガ解  

析されてきて、やつと母乳育児が歯並びに良い影響を与えることの  

理論ガわかってきました。  

歯並び・瞭み合わせの問題はこの舌の影響だけでな＜、歯と骨の大  

きさの調和ガ取れているかどうかも重要です。従って母乳を飲んで  

いるから必ず歯並びガ艮＜なるとは限りませんガ、母乳を飲むとい  

う動作は0の機能の調和をはかるために重要な動きを、赤ちやんの  

うちから知らず知らずのうちに習得することガできるのです。この  

吉の動きのトレーニング（筋機能訓練）をあとからする場合、だい  

たい5～6歳＜らいからでないとできません。  
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歯の考え貰  

蜃償鮎蟹幾節 癒藍転義磯霹訂  

□の役割には「発音する（構音）」というのと、「食べる（そしや  

＜）」という2つガあります。どちらも大切ですが、現在の社会は  

主に言葉でコ≡ユニケーショツをとっているので、小さい頃から発  

菖（構舌）は大切です。  

幼い時期に矯正をするかどうかを判断するもののひとつlこ、「正確  

な発音ガできるかどうか？」ガあげられます。それは歯並びと息使  

いで菖を作るからです。そして大き＜なってから発菖をリハビリす  

ることは難しいからです。言葉を覚える時期、語彙ガ増える時期に  

はきちんと書を作れるような歯並びにしておきましよう。発音ガ不  

明瞭で、聞き返されることガ多＜なったりすることで、しやべらな  

＜なったり引っ込み思案lこなったり  

では残念です。性格lこまで影響して  

は、もったいないことです。  ね  

具体的lこ言うと開唆という唆み合わ  

せはサ行の音ガ作れません。開畷は  

後から矯正しても再発の多い不正校  

合です。小さいうちlこ治してしまい  

ましよう。  
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ご飯はちやんと食べていますか？そしや＜はどうでしょう？  

現在、ありあまる食料でこどもたちは肥満にこそなれ、食べ物ガ噛  

めな＜て困るということはありません。きちんと噛めな＜とも、す  

ごせてしまいがちですが、きちんと摘むことは重要です。  

きちんと噛まないと消化も悪＜、満腹感ガ得られる前に必要以上lこ  

食べてしまい、肥満に繋がりやすいと言われています。きちんと噛  

めると情緒ガ安定したり、集中力ガ高まったりと、生活の質ガ向上  

します。  

おしろ噛まな＜とも、食事できてしまうことの万ガ問題な時代です。  

きちんと食事ガできるようにしましよう。  
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自分で口元ガ気lこなると、笑わな＜なったり引っ込み思案になった  

りと性格lこまで影響することガあります。  

歯のことを考え捌寺、後々に急使いだとか個人の性格だとかのもう  

もうの修正ガき＜かどうかも広＜考えましよう。  

まず、瞭み合わせの素材である歯をむし歯でタメlこしないこと。  

言葉でのコミュニケーショツをとるにはちやんと発音できること。  

体に良い食事をし、情緒の安定や集中力向上のためにきちんと噛め  

ること。  

そして、口元を気にせず笑える生活は楽しいだうう、そういう順序  

に大切だと考えてみましよう。  
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こどもの歯か5あとなの歯へと生え変わる様子をあ見せします。  

健康な永久歯を創り上げるということガ  

どういうことなのかをご覧＜ださい。  

うまれたばかり、あるいは乳歯ガまだ生えそうっていない時期に、  

永久歯に全部生え変わったロの中をイメージするのは難しいもので  

す。しかし、一生使う永久歯を健康lこ創り上げるということを考え  

てみましよう。そこへ至る道すじは、い＜通りもあります。乳歯も  

むし歯にしないに越したことはありませんガ、生え変わるまでと割  

り切って治療しなガらやり過ごすことも『アリ』です。ただし、永  

久歯は絶対おし歯にしない覚悟ガ必要です。  

治療した乳歯ガ健康な永久歯lこ生え変わってい＜様子や、歯並びに  

も注目して＜ださい。小さな歯ガ抜けて大きな歯ガ生えて＜る時に  

昏も成長します。  

U y- 
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初めて歯医者におし歯を治しに釆まし定。  

3歳こうです。  

これガ初診で来院した口の中です（歯科医デビューですね）。乳歯  

ガ20本あります。  

上の奥歯の溝に初期のむし歯ガあります。と＜lこ左上5番目の歯の  

溝はちょっと深い初期むし歯です。  

下は左下4番日と5番昌の問に大きなむし歯で、と＜に4番目のは神  

経に達するむし歯ガあります（神経の治療ガ必要になります）。左  

下も穴こそ開いていないけれどおし歯です。  

岐み合わせガ浅＜（切端境合）、石下の3番日の犬歯は逆に噛んで  

います（部分的な反対瞭合）。  

D時期に気：  

・おし歯のこと  

3歳までは奥歯の溝のむし歯ガ増えます。4、5、6歳になると   

4番目と5番目の歯の間と、上の前歯の閏ガむし歯になりやすい  

時期です。  

今回は“痛い”と来院され、神経の治療ガ必要でした。こどもの  

神経をとってしまっても、大人の歯の神経ガな＜なってしまうこ  

とはありません。生え変わりの時期ガ来れぼ健康な永久歯ガ生え   

てきます。  

・歯並び噴み合わせのこと  

この時期からは、永久歯の歯並び・佼み合わせは、どんな検査を   

しても予測ガつきません。  

■▲●■－l  
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「  治療ガ終りました。  まだ全部乳歯です。  

上の両方の5番目の乳歯にはシーラット（溝をうめる予防）をしま  

した。  

左下の前から4番目の乳歯は神経の治療をしたあとlこ、すっぽりか  

ぶせる銀歯lこなりました。下の左石5番自と右下4番目lこしジン充  

填ガなされています。  

顔ガ大き＜なり噛むカガ強＜なって＜ると、乳歯は磨耗してすり減  

ってきます（瞭耗）。すり減りはじめると、しみはじめますガ徐々  

lこ歯の神経ガ裏打ちをつ＜リ（二次象牙質）しみな＜なります。こ  

の時期にしみるといわれても、実生活に支障ガない場合は様子を見  

ていても結構です。  
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「 永久歯ガ生えはじめました。  5歳半こうです。   

＋  
下の前歯ガ2本永久歯に生え変わりました。  

左の一番奥lこ6歳臼歯（永久歯）も生えはじめました。  

右の4番日と5番目の乳歯の閤にむし歯ガできはじめました。  

の時期E免をつけること  

永久歯ガ生えはじめました。絶対にむし歯にした＜ない歯です。  

6歳臼歯ガ生えはじめた5、まずはシーラット（濡をうめる予防）  

をしましよう。  

仕上げ磨きはまだ続けていてほしい時期です。手ガ回らない場合で  

も永久歯だけは大人ガ仕上げ磨きしてあげましよう。この時点では  

3本すれば良いだけです。  

＊写真で分りやすいようlこ、永久歯はクリーム色に塗り分けてあります。  
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上の前歯も永久歯に生え変わりはじめました  

6歳半から7歳＜らいです。   

（D中¢ようす  

上の永久推の前歯ガ2本、ハの字で生えモきました。  
下の前歯は4本ガ永久歯に生え変わりました。  

一番奥に6歳臼歯ガ生えています。（4本）  

石下の4番目の乳歯もおし歯ガすすみ、すっぽりかぶせるタイプの  

銀歯になってしまいました。   

＋  
・むし歯のこ－   

6歳臼歯の溝をむし歯にしないようlこしましよう。シーラット（溝  

をうめる予防）ガ有効です。  

仕上げ磨きは依然として必要な時期です。と＜に上の前歯と6歳  

臼歯はこどもだけでは不十分なとこうです。  

ご家庭で使うフッ素も効果的な時期です。  

・歯並び岐み合わせのこと  

上の前歯はハの字に開いて出て＜るものです。1年後に2番目の  

歯ガ生えて＜ると押されて＜っつ＜はずです。  

また上下の歯のかぶさり具合も、反対校合にならないように気を  

つけましよう。  
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前歯ガ上下4不ずつ、と6歳臼歯4本の合音．  
12本ガ永久歯に変わりました。8歳過ぎです。  

十東森攣ゝ・  ・～ノー＝註J   

前歯は上下4不ずつガ永久歯です。一番奥の6番目の6歳臼歯も永  
久歯です。ハの字だった上の前歯は＜っつきはじめました。  

上は1、2、6番目ガ永久歯です。3、4、5香呂ガ乳歯です。左  

の5番目の乳歯のむし歯ガすすんで、部分銀歯（インし一元填）に  

なってしまいました。  

下も1、2、6番白ガ永久歯です。4番目の乳歯は両方とも銀歯に  

なりました。5番はしジンガ詰め5れています。  

・むし歯のこ   

6歳臼歯の溝と上の前歯4本の歯と歯の間（隣接面）ガむし歯に  

なりやすい時期です。6歳臼歯はシーラット（溝をうめる予防）  

をしてあげましよう。まだまだ仕上げ磨きガ必要な時期です。  

・歯並び唆み合わせのこと  

前歯ガ永久歯に生え変わり、昏の成長もあきました。右の乳歯の  

糸切り歯の部分的な反対岐合は、この時期治っています。  
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【  

ハの字だった前歯は2番目の歯lこ押されて更にまっす＜になってき  

ました。上の4番目ガ両方とも永久歯lこ変わりました。上は1、2、  

4、6番自ガ永久歯です。5番目の部分翠歯ガ痛々しいです払   

下の前歯の4本ガ永久歯です。3、5番目は乳歯です。左下の4番  

Rつ乳歯の銀歯の下から健康な永久歯ガ生えてきました。  

・むし歯のこと  

これから生える永久歯はむし歯にしないようにしましよう。フッ  

素もこの時期なら安全です。シーラット（溝をうめる予防）も有  

効です。いま生えはじめた4番目の小臼歯lこはシーラットをしま   

しよう。  

本当はまだ仕上げ磨きをしてほしいとこうですが、この時期のこ  

どもは難しい年頃になってきます。  

・歯並び瞭み合わせのこと  

続々とわきの歯（側万歯群）の生え変わリガすすんできました。  

歯並び・瞭み合わせのために、乳歯を抜歯するタイミングは大切  

です。  
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「 にい小、  「  
と土ス．裟イノてノ刀、g g（かましノこゥ  

生え変わリガすすみ、上も下も5番目の乳歯の生え変わりを残すの  

みとなりました。  

上の左の部分銀歯の乳歯も生え変われば、健康な白い永久歯ガ生え  

てきます。  

下の左側の4番目の乳歯ガ健康な永久歯に生え変わりました。  

石の4番目の乳歯も、含まさに銀歯ガ抜けて、健康な永久歯ガ生え  

て＜るとこうです。  

どんどん、すべて永久歯lこ変わりました。もちうん、永久歯にむし  

歯はありません。  

コし歯のこと  

巨えはじめた4番目の永久歯の溝に気をつけましよう。予防法は  

ノーラント（溝をうめる予防）ガ効果的です。生えてきた永久歯  

ニフッ素も効果的で、安全な時期です。  

そうそう仕上げ磨きを卒業しても良いかな？という頃です。  

・歯並び唆み合わせのこと  

わきの歯ガまだ今ひとつしっ＜り、瞭み合っていません。  

．、しt＿．こノこ」          ＝  廿   
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前から6香呂の6歳臼歯（第一大臼歯）まで、上下左右あわせて24  

不ガ生えています。全部永久歯lこなりました。d】し歯ガ1本もあり  

ません。  

上の前歯はまっす＜になりました。ハの字の面影はありません。  

わきの歯ガ生えそろう頃です。多少の隙間ガあります。上下の瞭み  

〈つせもまだきっちりは唆み合っていません。  

・ぉし歯のこと  

4番目、5番目の小臼歯ガ生えてきました。シーラット（溝をう  

める予防）をしましよう。  

仕上げ磨きガ卒業になります。一生歯を使うことガどういうこと  

かを認識させないと、こどもは歯を真剣lこ磨いて＜れません。祖  

父母の□の中を見せてもらうのも、ひとつの方法です0  

また、電動歯ブラシを貫し＼与えてみてもいいでしよう。なんとい   

っても本人への歯磨き指導も大切です。   

・歯並び岐み合わせのこと   

随分きれいになって来ました。  
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lの中のようす  

7番目の12歳臼歯まで上下左石で28本生えそういました。上下とも、  

でこぼこのないきれいな歯並びで、上下の岐み合わせもきれいです。  

おし歯もありません。   

巨自の真一小臼歯か  番目の第二臼歯までシーラット（溝をう  

める予防）をしました。  

2番目の歯の裏の細かい溝（舌盲孔）にもシーラットしまし尤  

この後ティーンエイジ・カリエスに穿右「什ス時期に入りまで  

ティーンエイジ・カリエスって？   

P学生になって反抗期ガはじまり、親の言うことを聞かな＜な   

って、仕上げ磨きも卒業し、部活の帰りに買い会いガはじまっ   

こ・‥という時期ガきます。ロガ臭いのも、自分の身なりも、人   

D目をぜんぜん気にしない時期に大人の歯にむし歯ガできやす   

くなります。   

二のティーンエイジ・カリエスを予防するのに、シーラット（溝   

をうめる予防）は有効です。また、一生歯を使うことを、実感   

ノてもらうために、祖父母の□の中を見せてもらうことも良い   

ごしよう。  

」1学校を卒業するころは28本中1．7本だったむし歯ガ、成人す   

るこうには、実に8．0本に増えてしまいます。残念なことです。  

（H17年虔厚労省歯科疾患実態調査より）  
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気楽lこガんばって！  

生まれたてのこう、授乳や育児に悩んでいるこうは、小学校卒業な  

んて先のことまで想像できないものです。歯のことにしても、目先  

のことをいちいち気にしていると疲れてしまいます。もっと広い視  

野で、永い視点に立って考えて見ましょう。ちよつとは気ガ楽にな  

ります。  

よい歯科医（できればきちんとした小児歯科）を選びまし  

「泣いているこどもの治療をしているから小児歯科」ではないので  

す。乳歯のむし歯をかたっばしから治療していれば、そのうち自然  

に健康な永久歯になるというわけでもありません。  

大人の0は成長に伴う変化ガありませんガ、こどものロの中は歯ガ  

生え変わることによってダイナミックに変化します。この変化をき  

ちんと理解している歯医者のとこうで、継続して診てもらうことガ  

大切です。  

乳歯の生え変わりを見越しての予防や岐合誘導については、専門の  

知識ガ必要です。  

あ母さんガかかってる大人向けの歯医者ガやさしいからといって、  

必ずしもこどもの□の変化に詳しいわけではありません。あ母さん  

の治療とこどもの治療は分けて考えて、小児歯科医を選んだ万ガ良  

い場合ガあります。  
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最後まで、あ読みいただきありがとうございました。  

母乳育児は栄養学的、免疫学的に良い影響を与えます。  

何よりも心の発育に大切だと思っています。  

また歯科的lこは歯列校合に良いと考えられています。  

母乳育児は良いことガた＜さんあります。しかしこの本lこは永＜飲  

ませていたから良いとか、何歳まで飲ませていれば良いとはけっし  

て書いてありません。母乳育児では母と子の濃密な関係ガ大事だと  

思っています。けっしてきれい事だけではすまされないこともある  

でしよう。いつか＜る卒乳に際して、あるいは不本意な断乳になっ  

たとしても、きちんとやり直しガできることを知って＜ださい。  

それぞれの家庭にいろいうな事情ガあり、こどもを育てる環境には  

た＜さんのバリエーションガあります。歯のことで言えばコールは  

先にあり、そこに至る道すじはい＜通りもあります。歯のことばか  

りでな＜、現代はこどもを育てる上で難しい時代です。こどもガ無  

事に心身とも健康に社会に巣立ってゆ＜ことを親は願うばかりです。  

歯の専門家に聞けば、どれも大事だと言うのでしよう。へこたれて  

しまうほどの要求をされることもあります。そのとき、ご自身でで  

きること、無理なこと、どうしてもゆずれない時期、目をつぶって  

もいい時期をわかっていないと投げ出した＜なってしまいます。  

どうぞ歯のことだけでな＜、こどもの心と体とをみてあげて＜ださ  

い。他の家と比較せず、兄弟と比較せず、“そのこども”を大切に  

見守ってあげて＜ださい。その上で一生使う歯を守るために、今何  

をすべきか？今はまだ、しな＜ていいのか？を考えられるようにな  

って＜ださい。  

NPO法人 みやぎ母乳育児をすすめる会  

理事 吉葉達夫（小児歯科医）  
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あとガき  

母乳育児を熱心に支援している「青葉こどもと親の歯科医院」院長  

青葉達夫先生によって善かれた本書は、NPO法人みやぎ母乳育児  

をすすめる会から発行されました。不吉は、母乳育児の大切さを教  

えつつ、どうすれば母乳育児を続けられるかを説き、お母さんの悩  

みの種である乳歯のむし歯対策と永久歯の手入れの方法を歯切れの  

良い論法で教えています。  

本書を吉元まれた万は、母乳育児ガあごやロの発達をうなガし、成長  

してからの歯並びや岐み合わせ、そして大人になってからの生活全  

般にもメリットガあることを理解いただけたでしよう。そこlこ小児  

歯科診療ガ介在していることも「目からううこ」と思われた万ガ多  

かったのではないでしようか。歯科ならどこでもよいというわけで  

はな＜、こどもの歯をよ＜知っている歯医者さんに相談したり治療  

を受けることガ大切なのです。  

「母乳育児はむし歯の原因になる」という誤った情報をあ母さんに  

話す医療者ガいまだに存在する現在、それlこ打ち勝つ正しい情報ガ  

必要となっています。そのため本書を十分に役立たせていただ＜と  

ともに、あ母さんを隊長とした「こどもの歯を守り隊」lこ活躍して  

いただ＜ことを期待しています。  

NPO法人 みやぎ母乳育児をすすめる会  

副理事長 上原 茂樹（乗北公済病院産婦人科）  
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みやぎ母乳育児をすすめる会について  

みやぎ母乳育児をすすめる会は1993年、全回に先駆けて当時東北大  

学病院に勤務していた小児科医の堺武男（現・理事長）ガ中心とな  

って設立した会です。2007年1月lこNPO法人の認可を受けました。  

現在の会員は絢200名で、一般のあ母さん万、小児科医、産科医、  

歯科医、保健師・助産師・看護師、薬剤師、栄養士など、宮城県内  

外のさまざまな立場の人たちガ、「お母さんガ自分のあっぱいで赤  

ちやんを育てる」ことガできるように、春に定例会、秋に母乳フォ  

ーラムinみやぎを開催し、季刊のニュースを通して一緒に勉強や意  

見交換をしています。また月に一度仙台而子育て支援センター・の  

ぴす＜仙台で「母乳なんでも相談」を行い、個別のご相談もお受け  

しています。  

会についてのあ問い合わせは事務局まであ願いします。  

＊現在メールで個別のご相談はお受けしていません。ご了承下さい。  
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